
材料開発工学科１年生 微分積分 I 小テスト問題 2000年 6月 2日 2限実施

答案用紙は縦長に置いて使用し、最上部に学籍番号と氏名を明記せよ。

1. a > 0, b > 0のとき下記の等式 (1)～(7)のなかで一般には成り立たないもの

の番号を全て挙げよ。ただし、eは自然対数の底である。

(1) loga 1 = 0 (2) loga a = 1 (3) loga

1

a
= −a (4) log1/a b = − 1

loga b

(5) logb a =
1

loga b
(6) ab = eb loge a (7) loga b =

loge b

loge a

2. lim
x→∞

1√
x2 + x + 1 − x

を求めよ。

3. y = arccos
x

2
のグラフを描け。曲線の端点や座標軸切片の座標を書き入れた

り接線の傾きのわかっている点での接線を薄く描き入れるなどしてできるだけ

精密に描け。

4. arcsin
2√
13

+ arcsin
1√
26
を求めよ。

5. cosh(x + y)を cosh x、sinh x、cosh y、sinh yを用いて表す式 (「双曲線余弦

関数の加法定理」という)を書き、その式を coshと sinhの定義から出発して導

出せよ。
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